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平成２５年度保健体育科授業充実事業

中学校保健体育科授業実践事例（保健・ダンス）



１ 保健体育科授業充実事業の概要

中学校保健体育科授業の充実を図るため、授業実践上の課題を明らかにし、課題

解決のための方策等を具体化することで、教師の指導力の向上に資する。

保健体育科授業の充実

教師の指導力の向上

授業充実検討委員会の開催

授業実践上の課題を改善するための指導の在り方について研究

公開授業の実施

・教諭の委員が所属する学校を、

「授業充実協力校」として指定

・研究成果を県下に広めるため、

授業を公開

研究成果のまとめ

学校保健体育科授業の充実を図るための資料を作成

授業研究会

公開授業をもとに、授業充

実のための方策を研究協議

授業充実事業とは



２ 実践事例

＜参考資料＞

①学習指導案

②学習カード等

＜参考資料＞

①学習指導案

②学習カード等

平成２５年度授業協力校及び授業充実推進員

伊勢崎市立第二中学校 村井正典 教諭

東吾妻町立坂上中学校 萩原康太 教諭

平 成 ２ ５ 年 度 授 業 充 実 検 討 委 員

田村 友子 （ 中 部 教 育 事 務 所 ）

小林 秀樹 （伊勢崎市教育委員会）

市村 武文 （ 吾 妻 教 育 事 務 所 ）

武 藤 学 （東吾妻町教育委員会）

一場 明夫 （ 健 康 体 育 課 ）

期 日：平成２５年１０月１７日（木）

会 場：伊勢崎市立第二中学校

単 元：保健

（「健康な生活と疾病の予防」

(オ「保健・医療機関や医薬品の利用」）

学 年：３年男女

授業者：村井正典 教諭

実践事例１

期 日：平成２５年１１月７日（木）

会 場：東吾妻町立坂上中学校

単 元：ダンス（現代的なリズムのダンス）

学 年：１年男女

授業者：萩原康太 教諭

実践事例２



［参考資料］

・中学校学習指導要領解説保健体育編【文部科学省】

（平成２０年９月）

・評価規準の作成,評価方法等の工夫改善のための参考資料

（中学校 保健体育）
【国立教育政策研究所 教育課程研究センター】

（平成２３年７月）

・はばたく群馬の指導プラン【群馬県教育委員会】

（平成２４年３月）

・これからの中学校保健学習【財団法人日本学校保健会】

・くすり教育教材【くすりの適正使用協議会】

・明日からトライ！ダンスの授業【大修館書店】



保健体育科学習指導案

平成 25 年 10 月 17 日(木) 第５校時(14:10 ～ 15:00) 授業場所 ３階ホール
伊勢崎市立第二中学校 ３年５組 指導者 村井正典

授業の視点
薬のきまりを理解し、きまりを守る理由を考える場面において、普段薬をのむ時にどんな

ことを気をつけているのかを振り返り、スライドを利用して補足説明を加えることで、薬

のきまりに対する理解が深まり、なぜきまりを守って使用するのかを考えることができる

であろう。

１ 単 元 「健康な生活と疾病の予防」(オ「保健・医療機関や医薬品の利用」)

２ 単元設定の理由
(１)教材観

平成 20 年 3 月に告示された中学校学習指導要領において、保健体育科(保健分野)の目
標は、「個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を

適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる」とされている。これは、生徒一人一人
が、自分の健康に対して関心を持ち、自ら注意をし、管理できる能力を身につけることが
ねらいであると考えられる。また、本単元である「(４)健康な生活と疾病の予防」につい
ては、「健康な生活と疾病の予防について理解を深めることができるようにする。」とし、
内容のオに「健康の保持増進や疾病の予防には、保健・医療機関を有効に活用することが

あること。また、医薬品は、正しく使用すること。」とし、自ら取り組める疾病の予防対
策として、保健・医療機関や医薬品を有効に利用することを挙げている。

「保健機関」と「医療機関」の活用については、生徒の利用経験については差があるも
のと考えられる。保健所や保健センターは、例え聞いたことや見たことはあっても、それ
ほど利用経験はないものと思われる。そうした実態であれば、保健機関とはどのような機

関であるのかをしっかりと伝え、将来的に生徒が必要な場面で利用しようとする知識を持
たせることが必要であろう。医療機関に関しては、生徒の利用経験は比較的多いことが予
想される。また、かかりつけ医のある生徒も多いことと思われる。自分や他者の病気やケ
ガの大きさに応じて、どのように医療機関を活用すればよいのかを伝え、考えさせていく
ことが大切であろう。「医薬品」に関しては、医療用・一般用を問わず、医薬品を利用し
た経験は大変多いことが予想される。しかし、医薬品には主作用と副作用があることや基

本的な使用法があることについては知っていても、なぜ使用上のきまりを守る必要がある
のかということについてはさほど考えずに利用していることが多いと思われる。したがっ
て、「医薬品」については、生徒の実態を踏まえながら、まずは医薬品に関する正しい知
識をしっかり身につけさせることが大切であると考える。その知識をもとにして、なぜき
まりを守って使用する必要があるのかの考えを持たせ、実践していこうとする態度を育て

ていくことが大切であろう。以上のことから、それぞれの内容について生徒の実態を踏ま
え有効な手立てを提示し、生徒が自らの疾病予防として、保健・医療機関や医薬品を有効
に利用できる知識や思考力・判断力を身につけさせたいと考える。

(２)生徒の実態

本学級の生徒は、男子 21 名、女子 17 名、合計 38 名である。３学年の保健体育の授業
は、基本的に２クラス合同の男女別習で行っているが、全５クラスということで３年５組
に関しては、実技については男女別習、保健に関しては男女教習の形態をとっている。保
健の授業に関して１学期の様子を見ると、男女問わず話をよく聞き集中して取り組む生徒
が多いと感じている。また、男女の仲も良いことで、話し合い活動も活発に行われ、周り
の意見を聞く態度も良いので、意見を出しやすい雰囲気のあるクラスである。

なお、本題材に関わるアンケート調査の結果をもとにした生徒の実態は以下の通りであ
った。(実施人数 ３５人)
＜関心・意欲・態度に関する実態＞

「自分が健康であり続けることに興味があるか？」という質問に対しては 97%の生徒が
「ある」と答えていた。健康でいたい、健康を維持したいと考える生徒がほとんどである

ことがわかった。「保健機関の利用」については、全ての生徒が保健センターや保健所を



利用したことがないことがわかった。「医療機関の利用」については、 89%の生徒が「利
用したことがある」と答えており、両機関の利用経験には差が大きくあることがわかった。

「医薬品」については、全ての生徒が今までくすりを服用した経験を持っており、生徒た
ちにとって医薬品は大変身近なものであることがわかった。
＜思考・判断に関する実態＞

「健康であり続けるためにどんなことをしていけばよいか？」というテーマについて、
自分の意見を持たせ、グループでの話し合い活動を行った。ほとんどの生徒が１学期に学

習した「食事・運動・休養のバランスを保った生活習慣」に含まれるものから自分の考え
を持ち発表していた。このことから、既存の知識をもとにして自分の考えを持つ傾向が強
いことがわかり、健康に関してどんな知識をどれだけ持っているかが自分の考えの幅を広
げることにつながっていくこともわかった。また、他者の意見からもその考えは広げられ、
新たな知識が得られることもわかった。
＜知識・理解に関する実態＞

保健機関については、利用した経験がなければ、地域に保健センターや保健所があるこ
とすら知らない生徒が多いことがわかった。(91 ％)また、保健センターや保健所がどん
な役割を果たしているのかもほとんどの生徒が知らなかった。医療機関については利用し
たことも多く、かかりつけ医があることも全ての生徒がわかっていた。しかし、かかりつ
け医の良さや症状に応じて利用する医療機関が変わってくるということについてはあいま

いな答えが多く、はっきりわかっている生徒はほとんどいなかった。医薬品の利用につい
ては、主作用・副作用があることはほとんどの生徒が知っており(91%)、具体的な副作用
の種類についても様々な知識を持っていることがわかった。また、薬はきまりを守って使
用するということについては全ての生徒が知っていた。具体的には使用量・回数・時間を
守ること、飲み合わせのものを守ること、年齢によって量が違うこと、他の人に自分の薬

をのませないことなど、様々な知識を持っていることがわかった。ただ、全ての生徒がそ
れらのきまりについてわかっているわけではないので、生徒たちが知っている知識を引き
出しながら全体に伝えていき、なぜそれらのきまりを守る必要があるのかを考えさせてい
きたい。

３ 目標
(１)保健・医療機関や医薬品の有効利用について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組

もうとすることができるようにする。
(２)保健・医療機関や医薬品の有効利用について、課題の解決を目指して、知識を活用し

た学習活動などにより、科学的に考え、判断し、それらを表現することができるように
する。

(３)保健・医療機関や医薬品の有効利用について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及び
それらと生活の関わりを理解することができるようにする。

４ 評価規準
ア 健康・安全への イ 健康・安全についての ウ 健康・安全についての

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解
単 保健・医療機関や医薬品 保健・医療機関や医薬品の 保健・医療機関や医薬品の有効

元 の有効利用について関心 有効利用について、課題の 利用について、課題の解決に役

の をもち、学習活動に意欲 解決を目指して、知識を活 立つ基礎的な事項及びそれらと

評 的に取り組もうとしてい 用した学習活動などにより、 生活の関わりを理解している。

価 る。 科学的に考え、判断し、そ

規 れらを表現している。

準
①保健・医療機関や医薬 ①保健・医療機関や医薬品 ①地域には、人々の健康の保持

学 品の有効利用につい の有効利用について、学 増進や疾病予防の役割を担っ

習 て、健康に関する資料 習したことを自分たちの ている保健所、保健センター、

活 を見たり、自分たちの 生活や事例などと比較し 医療機関などがあることや、

動 生活を振り返ったりす たり、関係を見つけたり 各機関がもつ機能を有効に利

に るなどの学習活動に意 するなどして、筋道を立 用する必要があることについ

即 欲的に取り組もうとし ててそれらを説明してい て、言ったり書き出したりし

し ている。 る。 ている。

た ②医薬品には、主作用と副作用



評 があること、使用回数、使用

価 時間、使用量などの使用法が

規 あり、正しく使用する必要が

準 あることについて書き出して

いる。

５ 指導と評価の計画(全２時間)
時間 主な学習活動 学習への支援 評価項目・評価方法

(ねらい )保健・医療機関の有効活用について、地域には人々の健康の保持増進や疾病

予防の役割を担っている保健所、保健センター、医療機関などがあることについて理

解できるようにする。

1.病気やケガをしたとき、何 ・具合が悪くなった時はどんなと

をするのかを確認する。 きか、その場合どうすればよいか

という発問をきっかけに意見を出

させる。

2.医療機関、保健所、保健セ ・医療機関は病気に応じて病院の

ンターの機能と役割について 種類が違うこと、また、症状に応

説明を聞く。 じて利用する病院が変わってくる

ことを理解させる。保健所、保健

センターについては、その役割の

違いについて理解させる。

・ワークシートを活用し、要点を

整理させる。

１
3.「近くに病院があってよか ・中之条町の産婦人科がなくて困 【関心・意欲・態度】

ったことは何か？」を各グル っているという新聞記事をきっか 保 健 ・ 医 療 機 関 や 医 薬 品 の 有

ープで伝え合う。 けに、中之条町と伊勢崎市の医療 効 利 用 に つ い て 、 健 康 に 関 す

機関の数を比較さえ、考えるきっ る 資 料 を 見 た り 、 自 分 た ち の

かけとする。 生 活 を 振 り 返 っ た り す る な ど

・自分の経験をもとに、近くに病 の 学 習 活 動 に 意 欲 的 に 取 り 組

院があってよかったことをグルー もうとしている。

プごとに発表する。

・グループの代表者に出された内

容を発表させる。

4.本時を振り返る。 ・本時の内容に関して、わかった 【知識・理解】

こと・感想を書く。 地 域 に は 、 人 々 の 健 康 の 保 持

増 進 や 疾 病 予 防 の 役 割 を 担 っ

ている保健所、保健センター、

医 療 機 関 な ど が あ る こ と や 、

各 機 関 が も つ 機 能 を 有 効 に 利

用 す る 必 要 が あ る こ と に つ い

て 、 言 っ た り 書 き 出 し た り し

ている。(観察・ワークシート)

(ねらい)医薬品には、主作用と副作用があることや使用回数や時間、使用量などの
きまりがあることを理解し、なぜ薬はきまりを守って使うのかを考えることがで
きる。

○普段薬をのむ時に気をつけ ・ワークシートを配布し、まずは

２ て い る こ と は 何 か を 振 り 返 自分の考えを書かせる。（

る。 ・発表用ワークシートを配布し、

本 各 班 で 出 さ れ た 意 見 を 記 入 さ せ

時 る。）

・ホワイトボードに掲示された各



班の意見から、多く出された共通

項を探し出させる。

・共通項は、「量」「時間」「回数」

「飲み合わせ」とし、これらが薬

のきまりの基本であることを伝え

る。

○薬には主作用・副作用があ ・生徒が使用している教科書に医

ることやきまりを守る理由が 薬品の利用に関する内容が掲載さ

あることを知る。 れていないため、パワーポイント

を用いて説明する。

・クイズ形式を取り入れたり、ス

ライドの説明をできるだけ簡略化

することで、聞くだけの時間をで

きるだけ減らし、興味・関心を持

続させるようにする。

○なぜ薬のきまりを守るのか ・これまでの知識と新たな知識を 【思考・判断】

を考え、発表する。 十分に活用して、自分の考えをワ 医 薬 品 の 有 効 利 用 に つ い て 、

ークシートに書かせる。 学 習 し た こ と か ら 自 分 の 考 え

・なぜ薬のきまりを守るのか、そ を 持 ち 、 筋 道 を 立 て て そ れ ら

れぞれの考えやその考えを持った を説明している。(観察・ﾜｰｸｼ

理由を発表させる。発表では、考 ｰﾄ)

えや理由の良さを認め、評価する。

○家庭から持参した薬の注意 ・短冊用紙を班ごとに配布し、今

事項や説明書を読み、新たな ま で 知 ら な か っ た き ま り を 書 か

きまりを発見する。 せ、ホワイトボードに掲示する。

○本時を振り返る。 ・本時を振り返って、今日の授業 【知識・理解】

でわかったことや感想をワークシ 医 薬 品 に は 、 主 作 用 と 副 作 用

ートに書かせる。 が あ る こ と 、 使 用 回 数 、 使 用

時 間 、 使 用 量 な ど の 使 用 法 が

あ り 、 正 し く 使 用 す る 必 要 が

あ る こ と に つ い て 書 き 出 し て

いる。(観察・ワークシート)

６ 指導方針

・伊勢崎「徹底」構想 2013 における「なぜ？を大切にした授業づくり」「知識・技能を活
用する授業づくり」に努める。
・伊勢崎市保健体育部研修主題である「意欲的に運動に取り組み、体力や技能の向上を目
指すことのできる生徒の育成～わかる喜び、できる喜びを味わわせる指導の工夫～」より、
生徒の学習意欲を高め、わかる授業づくりの工夫に努める。

・本校の校内研修のねらいである「自主的・自発的に思考する授業」作りに努める。
・３年は旧教科書を使用しているため、医療機関や医薬品の内容が教科書には掲載されて
いない。保健・医療機関の利用については２年より新教科書を借りて、医薬品については
パワーポイントを用いて授業を行う。
・要点をしっかり整理できるように、ワークシートの内容を工夫し活用する。

＜つかむ段階＞
・自分のこれまでの経験や知識をもとに答えられる話題を提供し、身近なこととして本時
の学習をとらえさせる。
・医薬品の利用では、普段薬をのむ時に気をつけていることは何かを振り返ることで、こ
れまで自分自身が気をつけていた薬のきまりに関する知識を引き出す。
・薬をのむ時に気をつけていることは、まずは自分の考えを持たせ、グループで意見を出

し合い、発表用シートにまとめさせる。
・発表用シートはホワイトボードに掲示し、薬のきまりの共通項を探し出す手立てとする。
・本時の課題をこの段階で掲示し、課題意識を持たせる。
＜ひろげる段階＞
・これまでに持っていた知識から新たな知識が習得できるように、つかむ段階からの流れ

をつなげられるように工夫する。



・医療機関の利用については、利用経験が多いことが予想されるため、「かかりつけ医は
どこか？」「市民病院や群大付属病院を利用したことがないか」など、経験を引き出した

上でそれらの医療機関の役割や利用する手順を伝えられるようにする。
・保健機関の利用については、利用経験が少ないため、市内のどこにあるのか？を紹介し、
身近な場所にその機関があることをまずは知らせ、それぞれの役割を伝える。
・医薬品は、つかむ段階で引き出した薬のきまりの共通項を「回数・量・時間を守って使
用すること」「飲み合わせに気をつける」「副作用に気をつける」とし、それらのきまり

をなぜ守るのかを中心に、補足説明をする。
・医薬品のきまりについては、スライドを活用したり、クイズ形式を取り入れたりし、生
徒の興味・関心を高めたり、具体的なイメージを描きやすくしたりなど、工夫する。
・医薬品のきまりの説明において、「なぜ？」の問いかけを多くし、それぞれの説明を聞
く上で課題意識を持たせて聞けるようにする。
・「なぜ医薬品はきまりを守って使うのか？」を考える場面においては、これまでの知識

や本時で習得した新たな知識をもとにして自分の考えを持つように助言し、ワークシート
に記入させる。
＜まとめる段階＞
・医薬品の利用については、家庭から持参した薬の説明書から新たなきまりを見つけさせ、
短冊用紙に記入させ、全体に紹介する。

・家庭から持参した薬の説明書を最後に読ませることで、今後薬を利用するときには、説
明書をよく読もうとする意識を持たせる。
・本時を振り返って、知識の習得を確認するために、「わかったこと」をワークシートに
記入させる。

７ 本時の学習(１／２時)
(１)ねらい

医薬品には、主作用と副作用があることや使用回数や時間、使用量などのきまりがある
ことを理解し、なぜ薬はきまりを守って使うのかを考えることができる。
(２)準備

プロジェクター、スクリーン、パソコン、ワークシート、説明資料、発表用シート(８)、
マーカー(８)、ホワイトボード(３)、薬の箱と説明書
(３)展開

学習活動 支援及び留意点 時間 観点評価項目(方法)
○普段どのように薬を利用 ・始めによくのんでいる薬は
しているのか振り返る。 何かを聞き出したり、薬の種

・よく飲んでいる薬 類をスライドで紹介したりし、
・飲むときに気をつけてい 薬のイメージを持たせること

ること で本時の導入とする。
・ワークシートを配布し、ま
ずは自分が気をつけているこ

とを書かせる。
・様々な種類の薬の中でもの
み薬の注意点に絞って考えさ
せる。
・発表用ワークシートを配布 １５

し、各班で出された意見を記
入させる。
・話し合いの様子や時間を見
ながら区切り、作成したもの
をホワイトボードに掲示させ
る。

・掲示されたものの中から共
通したもの(量、時間、回数、
副作用)を板書し、説明の流れ
につなげる。
・導入の段階で緊張して活発

に意見が出せないことが予想

予想される反応

・風邪薬、胃腸薬、湿布、

・量を守っている。

・時間を守っている。

・回数を守っている。

・一緒に飲む飲み物に気をつ

けている。

・副作用に気をつける。

・使用説明書をよく見る。



されるので、意見が出しやす
い雰囲気作りに努める。

・本時のテーマを伝え、掲示
することで課題意識を持たせ
る。

(主発問) 薬のきまりを理解し、なぜきまりを守って使うのかを考える。

○薬には主作用・副作用が ・生徒が使用している教科書
あることやきまりを守る理 に医薬品の利用に関する内容
由があることを知る。 が掲載されていないため、パ

ワーポイントを用いて説明す

＜流れ＞ る。
①主作用と副作用について ・ 副 作 用 に つ い て は、「 薬 を
・薬をのんで頭が痛くなっ のんで頭が痛くなったり、眠

たり、眠くなったりした くなったりしたことがないか」
ことがないかを確認。 をまず確認し、自分の経験を

・スライドによる説明 振り返らせる。

②薬の体内での巡り方につ ・体の中の巡り方や飲み合わ
いて せは何かについてはクイズ形 １０
・クイズ形式 式を取り入れ、興味・関心を
・スライドの説明 高める。
③飲み合わせについて ・回数や量を守らずに飲んだ

・クイズ形式(５択) ことがあるのかを確認するこ
・スライドによる説明。 とで、自分の経験を振り返ら
④回数、量を守るのはなぜ せ、なぜそれがいけないかを
か？ 考えるきっかけとする。
・薬を飲み忘れたり、余分 ・クイズ形式を取り入れたり、

のんでしまったことがない スライドの説明をできるだけ
かを確認。 簡略化することで、聞くだけ
・スライドによる説明。 の時間をできるだけ減らし、

興味・関心を持続させるよう
にする。

○なぜ薬のきまりを守るの ・スライドの資料を印刷した

かを考え、発表する。 ものを配布し、考えるきっか
けとする。
・これまでの知識と新たな知
識を十分に活用して自分の考
えが持てるように伝える。

・ワークシートに自分の考え
を書かせる。
・自分なりの答えが出せたら、
なぜその答えになったのか、
理由も考えさせる。

・机間巡視をしながら、考え
が持てない生徒については、
資料をもとに助言する。

【生徒の反応に対する支援】 【思考・判断】
Ａこれまでの経験や知識をも 医薬品の有効利用につ

と に して自 分の 考えを理由も １０ いて、学習したことか

含めて持つことができる。 ら自分の考えを持ち、

(支援 )取 り組みや発想の良さ 筋道を立ててそれらを

を認め、発表への意欲が高ま 説明している。(観察・

るように助言する。 ﾜｰｸｼｰﾄ)

予想される答え

・薬の効果がちゃんと出ない

から。

・回数や量を守らないと副作

用が起きるから。

・回数や量を守らないと体に

薬が吸収されないから。



Ｂ経験や知 識もとに して自分
の考えを持つことができる。

(支援)内容の良さを認めるとと
もに、発表への準備としてその
理由も考えるよう助言する。
Ｃ自分の考えが持てない。
(支援 )資料をも とにして ヒン ト

を与えたり、これまでの経験を
振り返らせたりし、考えを持た
せるように支援する。

・なぜ薬のきまりを守るのか、
それぞれの考えやその考えを

持った理由を発表させる。発
表では、考えや理由の良さを
認め、評価する。

○家庭から持参した薬の注 ・薬を持っていない生徒には、
意事項や説明書を読み、新 用意したものを貸し出す。

たなきまりを発見する。 ・短冊用紙を班ごとに配布し、
今まで知らなかったきまりを
書かせ、ホワイトボードに掲
示する。
・掲示する際は、薬の種類ご

とに分類し、整理して掲示す １０
る。
・時間で区切って掲示された
きまりを簡単に紹介し、薬の
きまりは説明書に書いてある

こと、そのきまりを守って使
用していくことがよいことを
伝える。

○本時を振り返る。 ・本時を振り返って、今日の 【知識・理解】
授業でわかったことや感想を 医薬品には、主作用と

ワークシートに書かせる。 副作用があること、使

用回数、使用時間、使

５ 用量などの使用法があ

り、正しく使用する必

要があることについて

書き出している。(観察

・ワークシート)



まとめ

１．授業づくりにあたって（授業構想）

本授業を構想する上で工夫したのが、①生徒への教材開発、②ねらいの焦点化、③生徒

が主体的に取り組む学習過程の３つであった。まず、①については、授業対象者である本

校３年生の使用している教科書が指導要領改訂前のものであり、医薬品の内容については

まだ掲載されていなかったため、知識を伝えるための資料をどのような形で提供すればよ

いかが課題となった。そこで、「くすりの適正使用協議会」が作成し、インターネット上

からフリーダウンロードできるプレゼンテーション資料を活用し、「主作用と副作用」「薬

のきまり」について説明することとした。この資料は、医薬品に関する知識が豊富に掲載

されており、パワーポイントのソフトなのでアニメーション等により視覚的にもわかりや

すい資料も多かった。しかし、その豊富な資料をねらいと照らし合わせて、１時間の授業

の中でどの部分に絞って提示すればよいかを考え、精選した。最終的には、先に挙げた「主

作用と副作用」「薬のきまり」の２点に絞り、１０分程度の内容に修正し、教材化した。

②については、学習指導要領における医薬品の内容に関する記述が、「健康の保も増進や

疾病の予防には、保健・医療機関を有効に活用することがあること。また、医薬品は、正

しく使用すること。」とあり、その目的の達成を目指し、１時間の学習内容の精選が課題

となった。本授業を構想していく中で、必要な知識を与えることを中心に考えたが、事前

の生徒の実態調査の結果を見ると、すでに薬を使用したり、薬の使用にはきまりがあるこ

とを知っていたりする生徒が多かったことがわかった。そこで、生徒がすでに知っている

薬のきまりの知識を引き出しながら、それが確かな知識となるように情報を提供し、そこ

から「なぜ薬のきまりを守る必要があるのか」を考えることをねらいとした授業にするこ

ととした。③については、「なぜきまりを守る必要があるのか」を考える上で必要となる

知識としての「主作用と副作用」「薬のきまり」を説明する時間と、生徒たちが主体的に

考え取り組む時間のバランスをどうすべきかが課題となった。説明を重視すれば、生徒た

ちの活動時間が不十分となり、説明を短くすれば、自分の考えをもつための知識が不十分

となる。１時間の限られた時間の中で知識と思考の両面をねらいとした授業構想の難しさ

を感じた。最終的には、知識を与える時間を必要最低限にし、生徒が考え、活動する時間

を重視して構想した。

２．授業研究会より

＜良かった点＞

○医薬品は生徒の実生活にあり、教材としても身近に感じ、関心がもちやすいものとして

扱いやすいと感じた。

○導入に十分な時間をとり、本時のねらいをもたせることができたのがよかった。

○導入も含め、生徒たちが活発に発言している様子が見られたのがよかった。

○考える場面で、生徒たちが自分の考えをワークシートにじっくり記入できたのがよかっ

た。

○つかむ－広げる－まとめるという１時間の流れがスムーズであった。

○スライドの説明にアニメーションの部分などもあり、わかりやすかった。

○パワーポイントの説明がただ聞くだけのものでなく、クイズなどで生徒が参加できる内

容だったのがよかった。

○血中濃度の説明でグラフを活用したのはわかりやすかった。

○パワーポイントの資料を有効に活用し、それを説明する先生の話術もよかった。また、

授業の中で生徒との日頃からの信頼関係を感じることができた。

○個の意見をグループで共有し、個が深まっていく様子が見られたのがよかった。

○考えをもたせる時間が適切であった。

○まとめにおいて、実際に薬の説明書を見て、実践につながる活動ができたのはよかった。

○まとめにおいて、「説明書をよく読もう」と先生が話した時に、生徒から多くのうなず

きが見られた。

○生徒たちの話を聞く態度がしっかりしていた。



○話合いはリーダーがよくまとめていた。

○先生が生徒の意見を拾い、広げていたのがよかった。

○先生の日頃の生徒との関わりの

ものよかった。

＜改善点と改善策＞

(改善点)自分でじっくり考える時間をもう少し確保できるとよかった。

(改善策)副作用を考えさせる場面で、映像等で具体的に説明したりできると考えがもちや

すかった。また、生徒からの「なぜ？」を拾っていくことも考えのきっかけをつくる上

で大切であると思う。

(改善点)知識面における重要語句を生徒が書き留め

(改善策)ワークシートに書くスペースを設ける。

(改善点)血中濃度のグラフを活用したり、血中濃度などをキーワードにしたりして、薬の

きまりを守る理由を考えさせるとよかった。

(改善策)スライドの説明の中で、薬とはどんな役割があってどんなときに使用するのかな

ど、「そもそも薬とは」の説明を入れてもよかった

(改善点)主発問について自分の考えを

(改善策)主発問の前に予想させてみたらよかったのではないか。

※その他改善点として挙げられた意見

(改善点)ワークシートの質問項目に「なぜきまりを守るのか」があり、自分の考えと理由

の区別がつかず生徒が混乱していた。

(改善点)パワーポイントのスクリーン画面を、もう少し大きく見やすくしてもよかった。

(改善点)パワーポイントの説明をもう少し短くできるとよかった。

(改善点)説明書からきまりを見つける場面では、薬の種類ごとにわけたり、薬の種類を絞

り込んだりできるとよかった。

(改善点)生徒が自宅から薬を持

方に気をつけた方がよいと思った。

(改善点)食間などの説明もあってもよかったのではないか。

(改善点)副作用について、もう少し深める必要があったように感じた。

(改善点)考えさせる場面では、無音の時間を作り、教師はあまり話さない方がよい。

３．生徒の変容

＜事前アンケートより＞

知ってい

る

100%

知らない

0%

薬の使用にはきまりがあることを

知っているか？

図１

○話合いはリーダーがよくまとめていた。

○先生が生徒の意見を拾い、広げていたのがよかった。

○先生の日頃の生徒との関わりのよさが見られ、意図的な指名から良い意見を引き出せた

自分でじっくり考える時間をもう少し確保できるとよかった。

副作用を考えさせる場面で、映像等で具体的に説明したりできると考えがもちや

すかった。また、生徒からの「なぜ？」を拾っていくことも考えのきっかけをつくる上

おける重要語句を生徒が書き留めておけるとよかった。

ワークシートに書くスペースを設ける。

血中濃度のグラフを活用したり、血中濃度などをキーワードにしたりして、薬の

きまりを守る理由を考えさせるとよかった。

スライドの説明の中で、薬とはどんな役割があってどんなときに使用するのかな

ど、「そもそも薬とは」の説明を入れてもよかった

主発問について自分の考えをもたせる時間が少なかった。

主発問の前に予想させてみたらよかったのではないか。

※その他改善点として挙げられた意見

ワークシートの質問項目に「なぜきまりを守るのか」があり、自分の考えと理由

の区別がつかず生徒が混乱していた。

パワーポイントのスクリーン画面を、もう少し大きく見やすくしてもよかった。

パワーポイントの説明をもう少し短くできるとよかった。

説明書からきまりを見つける場面では、薬の種類ごとにわけたり、薬の種類を絞

り込んだりできるとよかった。

持ってきていたが、中身も入っているものもあり、管理の仕

いと思った。

食間などの説明もあってもよかったのではないか。

副作用について、もう少し深める必要があったように感じた。

考えさせる場面では、無音の時間を作り、教師はあまり話さない方がよい。

知らない

薬の使用にはきまりがあることを

知っているか？

少し読む

63%

読まない

6%

薬の使用前に、説明書や注意事項を

読んで使用するか？

図２

さが見られ、意図的な指名から良い意見を引き出せた

自分でじっくり考える時間をもう少し確保できるとよかった。

副作用を考えさせる場面で、映像等で具体的に説明したりできると考えがもちや

すかった。また、生徒からの「なぜ？」を拾っていくことも考えのきっかけをつくる上

ておけるとよかった。

血中濃度のグラフを活用したり、血中濃度などをキーワードにしたりして、薬の

スライドの説明の中で、薬とはどんな役割があってどんなときに使用するのかな

ワークシートの質問項目に「なぜきまりを守るのか」があり、自分の考えと理由

パワーポイントのスクリーン画面を、もう少し大きく見やすくしてもよかった。

説明書からきまりを見つける場面では、薬の種類ごとにわけたり、薬の種類を絞

ってきていたが、中身も入っているものもあり、管理の仕

副作用について、もう少し深める必要があったように感じた。

考えさせる場面では、無音の時間を作り、教師はあまり話さない方がよい。

しっかり

読む

31%

薬の使用前に、説明書や注意事項を

読んで使用するか？



＜事後アンケートより＞

薬の期限がある

他の人に自分の薬を飲ませない

年齢によって量が違う

複数の薬を同時に飲んではいけない

説明書をしっかり読む

決められた回数がある

薬と一緒に飲むものにきまりがある

決められた時間がある

決められた使用量がある

薬にはどんなきまりがあることを知っているか？（複数回答）

よくわ

かった

91%

だいたい

わかった

9%

わからない

0%

薬の授業で、薬の使用にきまりが

あることがわかったか？

8.6%

11.4%

その他

副作用に気をつける

説明書をよく読む

回数を守る

時間を守る

量を守る

水で飲む

これから薬を使用する時、特にどんなことに

気をつけようと思うか？（複数回答）

図３
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他の人に自分の薬を飲ませない
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わからない

0%

薬の授業で、薬の使用にきまりが

あることがわかったか？
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その他
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説明書をよく読む

回数を守る

時間を守る

量を守る
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薬にはどんなきまりがあることが

わかったか？（複数回答）

11.4%

25.7%

34.3%

40.0%

40.0%
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これから薬を使用する時、特にどんなことに
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まだ使

用して

いない

66%

薬の授業後、実際に薬を

使用したか？
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40.0%
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80.0%

80.0%

薬にはどんなきまりがあることが

（複数回答）

使用し

た

34%

薬の授業後、実際に薬を

使用したか？



事前のアンケートでは、薬の使用にはきまりがあることを知っていると全員が答えてお

り (図１ )、具体的なきまりについても多くのきまりを知っている生徒が多かった (図３ )。し

かし、直接話を聞くと、きまりを知っていても間違った知識だったり、なぜそのきまりを

守るのかを知らなかったりする生徒も多くいた。しかし、授業後は、薬のきまりが「よく

わかった」と答えた生徒が 90%以上おり (図４ )、理解できたきまりについても授業で扱っ

た量・時間・回数や飲み合わせなど、事前よりも多くの生徒が理解できていることがわか

った (図５ )。また、授業後に実際に薬を使用した生徒が、飲み合わせや量・回数・時間に

気をつけていたり、説明書や注意事項を読んで使っていたりすることがわかった (図８ )。

本授業が生徒の実生活につながっていることがわかったことも、本授業の大きな成果であ

った。

４．授業後の生徒の感想等

8.3%

8.3%

16.7%

25.0%

25.0%

41.7%

年齢による量を守る

回数に気をつけた

量に気をつけた

時間に気をつけた

説明書をしっかり読んだ

水で飲むことに気をつけた

授業後、実際に薬を使用した時、どんなことに気をつけたか？(複数回答)図８



５．成果と課題

(成果 )

まず、本授業に生徒が意欲的に取り組み、事後調査において「薬のきまりについてわか

ったか？」という質問に対し、90％以上の生徒が「よくわかった」と回答していたことが

大きな成果であった。その成果につながった要因として考えられるのが、ねらいが明確で

あったこと、パワーポイント資料を活用し、厳選した内容で薬のきまりや主作用、副作用

について説明ができたこと、説明だけでなくクイズ形式を取り入れ、生徒参加型の形で行

えたことが挙げられる。また、薬のきまりの知識から「なぜきまりを守る必要があるのか？」

を考えさせ、全体で確認ができたことも理解が深まった要因であると考える。それから、

事後調査の中で、本授業後に薬を使用した生徒が、授業で得た知識を活用し、使用量や時

間、回数、飲み合わせなどのきまりを意識して使用していたことがわかったこともよい傾

向であった。学習した内容が、実生活での実践につながっていたことは大きな成果である

と考える。さらに、まとめとして行った説明書や注意事項を読んできまりを見つける活動

も、事後調査の結果を見ると、これから薬を使用するときに「説明書や注意事項をよく読

んで使う」ことに気をつけたいと思っている生徒が多く見られたのも、活動の成果であっ

たと考える。

(課題 )

本授業のねらいは、「薬には主作用・副作用があること、量・回数・時間などのきまりが

あることを理解する」ことと、「薬のきまりを守るのはなぜかを考える」ことの２つの柱が

あった。生徒の実態から、知識のみのねらいではなく、知識をもとに思考するところまで

ねらいを高めていくことにしたが、１時間の中でこの２つの柱をねらいにしたことが本当

によかったかどうかは再考する必要がある。本授業では伝えきれなかった薬の知識には、

生徒が実生活で役立てられるものが多くあった。ねらいの柱を１本にしたり、１時間の内

容を２時間に分けて行ったりすれば、もう少し余裕をもって取り組めたように思う。また、

パワーポイントの資料だけでなく、教材の種類も研究する必要性を感じた。「なぜ薬のきま

りを守るのか？」を考えるきっかけとなった血中濃度の内容については、板書掲示して残

しておいた方が効果的であったと思う。また、カプセル剤の実験も実際に行ったとしたら、

生徒により強い印象を残せたように感じる。さらに、ＤＶＤのような動画で伝えられる教

材についても、生徒のイメージをもたせるためには有効であろうと考える。



６．授業の様子

1.つかむ

○普段薬をのむ時に気

をつけていることはどん

なことか？

・グループになり、そ

れぞれが気をつけてい

ることを発表し、まと

める。

スライドで薬の種類を説

明し、動機づけとした。

まずはワークシートに自分が気

をつけていることを記入。その

後、グループで意見を出し合

い、発表用ワークシートにまと

める。

各グループのまとめを掲示し、

普段気をつけていることの共

通項を見つける。

本時のめあての確認

「薬のきまりを理解し、なぜきまりを守って使うのかを考えよう」



２ .広げる①

○薬には主作用・副作

用があることやきまりを

守る理由があることを

知る。

・パワーポイントのス

ライド資料を活用し、

薬のきまりを理解す

る。

パワーポイントのスライド

資料を活用して説明。

クイズ形式を取り入れ、

生徒参加型の説明に。

薬の効き目は

血中濃度で

決まる！

血中濃度の説明はグ

ラフとアニメーションを

活用して。



２ .広げる②

○なぜ薬はきまりを守っ

て使うのかを考えよう。

・薬のきまりを知り、

自分のもっていた知識

と新しい知識をもとに

きまりを守る理由を考

えさせる。

説 明 資 料 をもとに自

分の考えをワークシー

トにまとめる。

それぞれの意見を発表し、

自分の考えを広げていく。

同意見には挙手をし、考えの

整理をしていく。また、それぞ

れの考えに間違いはないこと

も確認する。

薬の効果を十分発揮さ

せるためにきまりを守る



３ .まとめる

○家庭からも参した薬

の注意事項や説明書を

読み、新たなきまりを発

見する。

・薬の説明書や注意事

項を読み、新しいきま

りを見つけさせる。

・薬のきまりは説明書

に書いてあることを知

る。

説明書をじっくり読ん

で、新たなきまりを見つ

けよう。

発 見 したきまりは短 冊 カード

に書いて掲示する。

薬は説明書をよく

読んで正しく使おう

掲示された新たに発見

したきまりを紹介し、全

体に広げる。



医薬品の利用ワークシート 名前( )

テーマ「薬のきまりを理解し、なぜきまりを守って使うのかを考えよう」
①普段薬をのむ時に気をつけていることはどんなことか？
（箇条書きで）

②なぜ薬はきまりを守って使うのか？
（自分の考え）

○今日の授業を終えて、わかったこと・感想を書きましょう。
（わかったこと）

（感想）









保健体育科学習指導案

平成２５年１１月７日（木）第５校時（体育館）

指導者 萩原 康太（Ｔ１）・小林 宏和（Ｔ２）

授業の視点

アップとダウンの縦ノリの動き（ヒップホップ）を多様に考え、組み合わせられるようにするために、

基本的な動きとして「グーチョキパーケン」の動きを取り入れたことは、有効であったか。

Ⅰ 単元名 ダンス（現代的なリズムのダンス）

Ⅱ 単元の考察

（１）生徒の実態（男子９名、女子９名、計１８名）

【関心・意欲・態度】

ダンスについてのアンケートの結果から、「とても好き」「好き」と感じている生徒は１７名と、踊る

ことや体を動かすことに楽しさを感じたり、曲に合わせて踊る楽しさを感じたりしている生徒がほとん

どである。中には、ダンスを見て楽しいと感じている生徒もいる。一方、１名の生徒が「表現しづらい」

という理由から「好きではない」と答えている。ダンスを通して自己表現することに難しさや恥ずかし

さを感じていると考えられる。

保健体育の授業においては、積極的に運動に親しむ生徒が多く、どの単元においてもグループでの活

動にも意欲的に取り組んでいる。授業形態も男女共習で行っているため、男女協力して活動に取り組む

態度も育っている。

【思考・判断】

アンケートの結果から、「みんながダンスを楽しむために大切なことは何か」という問いに対して、「み

んなで協力する」や「声をかけ合う」、「踊れない人がいたら教える」など、仲間と力を合わせたり、お

互いによい動きやアドバイスを言い合ったりすることが大切だと気づいている生徒が多い。

体ほぐしの運動のリズムに合わせて踊る学習では、簡単な動きを組み合わせて踊っている生徒も半数

近くいた。ハードル走の学習で、自分の課題に合ったコースや練習方法を適切に選んでいる生徒は多く、

自分の課題を把握し、それに応じた練習方法を選択する力はある程度有している。

【技能】

アンケートの結果から、ダンスが「得意」と答えた生徒は２名で、「楽しい」「だいだい踊れる」とい

う理由であった。一方、１４名が「あまり得意でない」、１名が「得意でない」と答えた。「難しい」「表

現しづらい」「リズム感がない」という理由から、リズムに合わせて体を動かすことや、自分で動きを考

えて動くことに対して、難しさを感じている生徒が多い。また、「あまりしたことがない」という意見も

ある。

小学校でのフォークダンスの学習では、多くの生徒が踊り方の特徴をとらえ、音楽に合わせて踊るこ

とができた。体ほぐしの運動の学習では、リズムに乗って体を動かしている生徒が多くいたが、ダイナ

ミックな動きやメリハリのある動きができる生徒は少ない。

【知識・理解】

アンケートで「ダンスの練習方法」という問いに対して、「曲に合わせて踊る」が最も多かった。ダン

スの経験はほとんどないが、リズムに合わせて練習をするということは想像できているようである。中

には、「曲を聞いてそれに合った振り付けを考える」と答えた生徒もおり、リズムに合わせて動きを創り

出していくことを知っている生徒もいる。しかし、「振りを覚える」「地道に踊る」「何回も繰り返す」な



ど、既成の振り付けを踊れるようにすることが、ダンスだと思っている生徒も多い。

（２）教材観

ダンスは、「創作ダンス」、「フォークダンス」、「現代的なリズムのダンス」で構成され、イメージをと

らえた表現や踊りを通した交流を通して仲間とのコミュニケーションを豊かにすることを重視する運動

で、仲間とともに感じを込めて踊ったり、イメージをとらえて自己を表現したりすることに楽しさや喜

びを味わうことのできる運動である。

現代的なリズムのダンスは、ロックやヒップホップなどの現代的なリズムの曲で踊るダンスを示して

おり、リズムの特徴をとらえ、変化のある動きを組み合わせて、リズムに乗って体幹部（重心部）を中

心に全身で自由に弾んで踊ることをねらいとしている。決まった振りや動きを身につけていく学習では

なく、リズムに合わせて体で表現し、動きを創り出す楽しさを味わうことができる。動きを探求する過

程では、自己の身体や動き、内面への気づきが深まる。仲間とともに踊り、創り、見せ合い、交流する

ことにより、互いに協力し、コミュニケーション能力が高まり、相互理解・きずなを深めることができ

る。

ダンスは思いきり体全身を動かすリズミカルな運動であることから、心身を解放して楽しく踊ること

ができ、ストレスの発散や心身の癒しにもつながる。また、ダンスを継続することで柔軟性や平衡性、

筋持久力や巧緻性などの体力を高めることができる。

（３）教材の系統

【小学校３，４年】 【小学校５，６年】 【中学校１，２年】 【中学校３年】

１，２年で学習した

内容の中から選択

・創作ダンス

・フォークダンス

・現代的なリズム

のダンス

発表・交流会

ア 表現 ア 表現 ア 創作ダンス

身近な題材

対比する動き

いろいろな題材

即興的な表現

簡単なひとまとま

りの動き

多様なテーマ

即興的な表現

簡単なひとまとま

りの表現イ リズムダンス

軽快なリズムに

乗って全身で踊

る

イ フォークダンス イ フォークダンス

音楽に合わせた基

本的なステップや

動き

例：マイムマイム

コロブチカ

など

音楽に合わせた特徴

的なステップや動き、

組み方

例：オクラホマミクサー

マイムマイム

ウ 現代的なリズム

のダンス

変化のある動きの組

み合わせ、体幹部

（重心部）を中心に

全身で弾んで踊る

例：ロック

ヒップホップ

Ⅲ 単元の目標

（１）現代的なリズムのダンスでは、リズムの特徴をとらえ、変化のある動きを組み合わせて、リズム

に乗って全身で踊ること。 （技能）

（２）ダンスに積極的に取り組むとともに、よさを認め合おうとすること、分担した役割を果たそうと

することなどや健康・安全に気を配ることができるようにする。 （態度）

（３）ダンスの特性、踊りの由来と表現の仕方、関連して高まる体力などを理解し、課題に応じた運動

の取り組み方を工夫できるようにする。 （知識、思考・判断）



Ⅳ 評価規準

おおむね満足できる状況 十分満足できる状況

運動への関心・意

欲・態度

① 積極的に学習に取り組み、ダンスの楽

しさを味わおうとしている。

② 互いの動きや表現を認め合おうとし

ている。

③ 分担した役割を果たそうとしている。

① 友達とかかわり合いながら積極的に

学習に取り組み、ダンスの楽しさを味

わおうとしている。

② 互いの動きや表現を進んで認め合お

うとしている。

③ 分担した役割を自ら果たそうとして

いる。

運動についての

思考・判断

① 練習や発表の場面で、仲間のよい動き

や表現を指摘している。

② 簡単な動きを選んで組み合わせるこ

とができる。

① 練習や発表の場面で、進んで仲間のよ

い動きや表現を指摘している。

② 変化のある動きを選んで組み合わせ

ることができる。

運動の技能 ① ロックやヒップホップのリズムの特

徴をとらえ、変化のある動きを組み

合わせて、リズムに乗って踊ること

ができる。

① ロックやヒップホップのリズムの特

徴をとらえ、変化のある動きを組み

合わせて、体幹部を中心に全身でリ

ズムに乗って踊ることができる。

運動についての

知識

① 現代的なリズムのダンスの特性や踊

りの由来、表現の仕方について、学習

した内容を書いている。

① 現代的なリズムのダンスの特性や踊

りの由来、表現の仕方について、学習

した内容を説明している。

Ⅴ 指導と評価の計画

時 主な学習活動 学習への支援 関 思 技 知

導

入

１ ○オリエンテーション

・現代的なリズムのダンス

の特性や踊りの由来、表現

の仕方、学習のねらいと進

め方をつかむ。

○体操を８８４４２２１

１１１（以後８４２１とす

る）のリズムに合わせて踊

る。

○隊形変化を学習する。

・ダンスの特性や由来、表現の仕方などについて

ワークシートに記入させることで、しっかり知識

を身につけられるようにする。

・普段行っている体操を８４２１のリズムに合わ

せて踊ることで、どんな動きでもダンスになるこ

とを実感させる。

・８カウントで隊形変化の学習では、大きな紙に

隊形を描いて示すことで、全員が一斉に隊形移動

ができるようにする。

①

２ ○８４２１のリズムに合

わせて体操する。

○８４２１のリズムに合

わせて、簡単な動きで踊

る。

・手拍子・歩く・跳ねる・

蹴る・走る・回る・振る

○８４２１のリズムに合

わせて、簡単な作品を創

り、交流する。

・手拍子や歩くなどの簡単な動きを組み合わせて

８４２１のリズムで踊ることで、簡単な動きでも

ダンスになることを実感させる。

・基本となる動きを教師と一緒に踊ることで、基

本の動きを身に付けて簡単な作品を創る活動に

つなげていく。

・グループで話し合って８４２１×３のリズムの

中で動きを組み合わせ、始めと終わりのポーズや

隊形を決めさせて簡単な作品を作らせることで、

学習の成果を感じられるようにする。

①



追

求

３ ○８４２１のリズムに合

わせて体操する。

○各部位の動きでロック

のリズムに乗って踊る。

・頭・肩・肘・腰・ひざ

○各部位の動きを組み合

わせて簡単な作品を創り、

交流する。

・「頭を振る」「肘を交互に前に出す」など、体の

各部位の動きの簡単な例を教師と一緒に踊るこ

とで、動きの組み合わせを多様に考えられるよう

にする。

・グループで話し合って８カウント×８のリズム

の中で動きを組み合わせ、始めと終わりのポーズ

や隊形を決めさせて簡単な作品を作らせること

で、学習の成果を感じられるようにする。

①

４
（
本
時
）

○８４２１のリズムに合

わせて体操する。

○「グーチョキパーケン」

の動きを使って縦のりの

動きでヒップホップのリ

ズムに乗って踊る。

○縦のりの動きを組み合

わせて簡単な作品を創り、

交流する。

・グーが足を揃えて立っている状態、チョキが両

足を前後に開脚している状態、パーが両足を左右

に開脚している状態、ケンが片足に乗っている状

態として、基本となる動きの例を教師と一緒に踊

ることで、動きの組み合わせを多様に考えられる

ようにする。

・ダイナミックな動きをしている生徒や新しい組

み合わせをしている生徒を称賛することで、めあ

てやキーワードを意識した学習ができるように

する。

②

５ ○８４２１のリズムに合

わせて体操する。

○手や足、お尻などを床に

つけた動きで、リズムに乗

って踊る。

○手や足、お尻などを床に

つけた動きを組み合わせ

て簡単な作品を創り、交流

する。

・手や足、お尻などを床につけた動きの基本とな

る例を教師と一緒に踊ることで、動きの組み合わ

せを多様に考えられるようにする。

・床を工夫して踊っている生徒を全体に紹介する

ことで、踊り方の工夫の幅を広げて考えられるよ

うにする。

②

６

７

○８４２１のリズムに合

わせて体操する。

○各部位の動きや縦ノリ

の動き、床を使った動きを

自由に組み合わせてオリ

ジナルダンスを創る。

・学習してきた踊り方やそのポイントなどを確認

することで、それぞれの踊りのポイントを意識し

てオリジナルダンスを考えられるようにする。

・始めから最初のサビまでを作品の長さとして、

８ビート毎に動きや隊形を記入させるワークシ

ートを用いることで、グループで多様な動きを確

認しながらオリジナルダンスを創れるようにす

る。

・今まで使用した曲の中から曲を選ぶようにし、

各グループに再生機器を準備することで、グルー

プ毎に必要に応じて曲を流せるようにする。

・話合いを進める係、音楽を再生する係、合図を

かける係、学習カードに記入する係を設けること

で、協力して円滑にグループ活動を行えるように

する。

③ ①

②



ま

と

め

８ ○８４２１のリズムに合

わせて体操する。

○オリジナルダンスのリ

ハーサルを行う。

○オリジナルダンスの交

流会をする。

○学習のまとめをする。

・グループの目標を確認させてからリハーサルを

行うことで、目標を意識して踊れるようにする。

・ダンスを見せる前に、見てもらいたいところや

工夫したところを紹介することで、見る視点を確

認して、見た感想を述べるときに活かせるように

する。

・学習カードを用いて、約束事や自分のめあてを

振り返らせることで、学習の成果を実感できるよ

うにする。

①

Ⅵ 指導方針

○「恥ずかしがらず思い切り」「自分なりの動き方を見つけよう」「仲間のよい動きを見つけよう」とい

う学習における約束を掲示することで、目標に迫れるようにするとともに、ダンスを一人ひとりが楽

しめるようにする。

○ダンスにあまり積極的に取り組めない生徒には、前向きな言葉かけをしたり、認めるような声をかけ

たりすることで、意欲的に踊ったり意見を出したりできるようにする。また、グループ活動において

話合いが行き詰っているグループには、めあてやキーワードを確認させたり、必要な助言をしたりす

る。Ｔ２には単元を通して、そういった指導をしてもらう。

○生徒の人間関係やダンスへの意欲などを考慮して意図的にグループ分けを行うことで、ダンスを創る

学習において、話し合いがスムーズに進められるようにする。また、グループは男女混合として、ダ

ンスを一緒に楽しむ機会を設け、よりよい人間関係を築けるようにする。

（１）「導入」過程

○オリエンテーションで１時間の授業の流れと単元全体の学習の進み方を掲示して確認することで、ダ

ンスの学び方を定着させ、生徒が自主的に活動に取り組めるようにする。

○現代的なリズムに合わせて踊る経験が少ない生徒がいるため、普段行っている体操や日常的な動作を

８４２１のリズムに合わせて踊ることで、どんな動きでもダンスになるということを実感させ、ダン

スに対する抵抗感や難しいイメージを和らげ、ダンスの学習に意欲的に取り組めるようにする。

（２）「追求」過程

○１時間の授業を、①８４２１のリズムでウォーミングアップを行う②めあてを確認する③基本の動き

を知る④１人で動きを考える⑤グループで簡単な作品を創る⑥他のグループと交流する⑦学習を振り

返るという同じ流れとすることで、見通しを持って学習に取り組めるようにする。

○ウォーミングアップや基本の動きを教える場面では、教師が笑顔で楽しく踊ることで、ダンスに対し

て肯定的な意識を持てるようにし、意欲的に学習できるようにする。

○使用する曲は生徒に馴染みがあり、リズムに乗りやすいものにすることで、心が解放され、リズムに

乗って踊ることができるようにする。

○新しい動き方を学習する場面では、教師が一緒に踊って例示することで、生徒が新しい動き方を視覚

的に理解し、身に付けられるようにする。また、例示する動きを基本的なものにすることで、自分な

りの動きを発想豊かに考え、組み合わせられるようにする。

○動きのアイデアが出ない場合には、歩いてリズムに乗ったり、教師の例示した動きや他の生徒の動き

をしたりするよう伝えることで、ダンスに対して肯定的な意識を持たせ、学習に進んで取り組めるよ

うにする。



○グループで創ったダンスの発表後、お互いにダンスのよかったところや感想を発表させることで、仲

間のよい動きに気づき、認め合って、自信を持たせるようにする。また、発表の際にめあてに沿った

見る視点を設けることで、深まりのある意見交換ができるようにする。

○グループで簡単な作品を作ったり、オリジナルダンスを創ったりする場面では、係を設けることで、

分担した役割を果たそうとする態度を養い、グループ活動を円滑に進められるようにする。

（３）「まとめ」場面

○オリジナルダンスの交流会では、見ている生徒に声をかけさせたり手拍子をさせたりすることで、踊

っている人が恥ずかしがらずに思い切り踊れる雰囲気を作るようにする。

○お互いのダンスについてよかったところや印象に残ったところなどを発表させることで、お互いのダ

ンスのよさを認め、学習の成果を実感でき、自信を持てるようにする。

○いずれかのグループのダンスを全員で踊ることで、みんなで踊ることの楽しさを味わい、ダンスに対

して肯定的なイメージを持って学習をまとめられるようにする。

Ⅶ 本時の学習（４／８時間）

１ ねらい

アップとダウンの縦ノリの動き（ヒップホップ）を多様に考え組み合わせられるようにする。

２ 準備

【教師】ホワイトボード、CD（won’t be long／EXILE）、CD プレーヤー、学習カード（個人用）、学

習カード（グループ用）

【生徒】副読本、ファイル、筆記用具

３ 展開

学習活動 時間 指導上の留意点および支援・評価

１．整列してあいさつをする。

２．８４２１のリズムに合わせて体操

を行う。

5 ○体を大きく動かしながら体操を行うよう伝えること

で、メインの活動に向けて体が温まるようにする。

○教師が元気よく踊ることで、思い切り元気よく踊る雰

囲気をつくる。

３．本時のめあてと学習の約束を確認

する。

４．アップとダウンの縦ノリでリズム

に乗って踊る。

（１）教師と一緒に踊る。

・グーチョキパーケンを用いて踊る。

（２）一人で自分なりの動きを創る。

40 ○めあてとキーワード、約束を掲示して確認すること

で、しっかり意識して学習に取り組めるようにする。

○グーチョキパーケンの一つの動きやグーパー・チョキ

ケンなど２つを組み合わせた基本的な動きを教師と一

緒に踊ることで、基本的な縦ノリの動きを身につけ、ダ

ンス創りにつなげていく。

○ダイナミックな動きをしている生徒や新しい組み合

わせをしている生徒を称賛することで、めあてやキーワ

ードを意識した学習ができるようにする。

めあて：「縦ノリの踊り方をたくさん出そう」 キーワード：「ダイナミック」

約束事：

①恥ずかしがらず思い切り②いろんな動き方を見つけよう③仲間の動きや意見を見つけよう

グー ：両足が閉じた状態

チョキ：両足が前後に開いた状態

パー ：両足が左右に開いた状態

ケン ：片足に乗っている状態



（３）グループでリーダーに続けをす

る。

・リーダーが自分なりの動きを紹介し、

他の生徒はリーダーの真似をする。

５．グループで８ビート×８のダンス

を創る。

・１グループは４人もしくは５人

６．グループ同士で交流会をする。

（１）自分のグループのダンスを踊る。

（２）相手のグループのダンスを見る。

（３）意見交換する。

○リーダーに続けでは、リーダーと他の生徒が向かい合

った形で行わせることで、お互いの動きを見ながら踊れ

るようにする。

○踊り方や隊形を記入できる学習カードを各グループ

に配布し使用させることで、全員が動きを確認できるよ

うにする。

○「どんな縦ノリの動きがあるか」という視点で見るよ

う伝えることで、めあてを意識した具体的な意見交換が

できるようにする。

○発表後、お互いの動きのよさや感想を言い合うこと

で、お互いの動きのよさを認め合おうとしたり、ダンス

への自信を持ったりできるようにする。

７．学習カードを用いて学習を振り返

る。

5 ○よい動きを書いたり、めあてや約束に対する自己評価

を行ったりすることで、学習内容や学習の成果を確認

し、次時への意欲が高まるようにする。

【参考資料】

リズムダンス・現代的なリズムのダンスのリズムと動きの例

小学校３・４年 中学校１・２年 中学校３年

リズムに乗って全

身で自由に踊る

・軽快なリズムに乗って全

身で踊る

・ロックやサンバのリズム

の特徴をとらえて踊る

・友だちと自由にかかわり

合って踊る

・ロックやヒップホップのリズムに

乗って全身で自由に弾んで踊る

・ロックやヒップホップのリズムの

特徴をとらえて踊る

・簡単な繰り返しのリズムで踊る

・リズムに乗って体幹部を中心

に全身で自由に弾んで踊る

・ロックやヒップホップのリズ

ムの特徴をとらえて踊る

・仲間とかかわり合って踊る

まとまりを付けて

踊る

・変化を付けて続けて踊る

・友だちと調子を合わせて

踊る

・リズムに変化を付けて踊る

・仲間と動きを合わせたりずらした

りしてリズムに乗って踊る

・変化のある動きを組み合わせて続

けて踊る

・踊りたいリズムや音楽の特徴

をとらえて踊る

・変化とまとまりを付けて連続

して踊る

発表や交流 ・発表や交流をする ・動きを見せ合って交流する ・簡単なまとまりを付けて発表

し見せ合う

【思考・判断】

アップとダウンの簡単な動きを多様に考え、組み合

わせている。

努力を要する生徒やグループへの支援

・動きのアイデアが出ない場合には、教師の例示し

た動き、それぞれが考えた動きを組み合わせるよう

伝える。



まとめ

１．授業づくりにあたって

これまでダンスの授業を行ったり、参観したりする中で、ダンスの教育的価値には魅力

があると感じていた。一つ目は、リズムに乗って多様な動きで表現できる楽しさである。

リズムの特徴をとらえて、自由な動きで表現することを通して、豊かな感受性や表現力を

身に付けることができる。二つ目は、ダンスを通して仲間との交流を深める楽しさである。

動きをそろえたりずらしたりして踊ったり、グループで作品を作ったり発表し合ったりす

ることを通して、仲間との交流を深めることができる。このような価値のあるダンスの学

習を通して、生徒にダンスを楽しんでほしいと考えた。

ただ、ダンスを踊ることに対して恥ずかしいという抵抗感をもつ生徒がいることに課題

を感じていた。恥ずかしさがあると、人の目を気にして思い切り踊れなかったり、自由に

表現できなかったりし、ダンスの特性に触れることができなくなってしまうと考えられる。

以上のことから、次のようにダンスの授業を組み立てた。

リズムに乗って多様な動きで表現し、仲間との交流を深め、ダンスが楽しいと思える授業

２．授業研究会より（○良かった点 ●課題や改善点）

＜指導者の生徒へのかかわり方＞

○準備運動や基本の動きを紹介する場面で、教師も一緒に踊っていて生徒が意欲的に取り

組めた。

●上半身の使い方やオーバーアクションなど、ダイ

ナミックな動きを出す言葉かけがあればよかった。

＜教材化の工夫＞

○グループで小作品を作る場面で、机を設置したこ

とで、立ったまま話し合いが行われ、活動しやす

かった。

●ダイナミックな動きをするには場が狭かった。

●イントロの動きに入る際、カウントを数えるなど

アドバイスがあるとよかった。もしくは、始めが

わかりやすい曲に変更するとよかった。

＜多様な動きを表現するために＞

・基本となる動きの工夫

・個人の考えを共有する機会を設ける

・グループのメンバーの工夫

＜仲間との交流を深めるために＞

・グループで小作品を作る

・作品を発表し、互いに感想を述べる

・学習カードの工夫

＜課題を解決するために＞

・学習の約束を設け、共通理解を図る

・生徒の馴染みのある曲を選ぶ

・教師も一緒に踊る



＜課題設定・見通しの持たせ方＞

○追求する過程での授業の流れを同じにすることで、

生徒が見通しを持って学習することができた。

●ホワイトボードに活動内容を掲示するとよかった。

●ダイナミックな動きや縦ノリとはどんなものか、イ

メージがつかみづらかった。例示するとよかった。

●１人で考えて２人、そして４人という方がよかった

のではないか。

●多様な動きを出すためにも自由なグーチョキパー

ケンがあってもよかった。

＜発問・板書＞

○約束事をホワイトボードに掲示してあったので、常に意識して学習できた。

●アレンジの方法として、グーチョキパーケンの組み合わせだけでなく、前時までの動き

の手や足などの動きを取り入れて行った方がよかった。ポイントをフラッシュカードに

書くなどして参考にできるような工夫をしてもよかった。

●「縦ノリの踊り方をたくさん出そう」という本時のめあてを終末でも確認できるとよか

った。

＜自己評価・相互評価＞

○リーダーに続けて踊る場面では、一人一人の動きを認め合うことができたのでよかった。

○グループの小作品を発表した後、意見交換が活発に行われ、相互評価できていたのでよ

かった。

●発表は１班ずつでもよかったのではないか。

●良い班の動きを途中で紹介する機会があってもよかったのではないか。

＜指導計画・指導内容＞

○準備運動は次の運動につながるように曲の使用や動きづくりとしてよかった。

○グーチョキパーケンは簡単な動きで、生徒が取り組みやすかった。

○運動量の確保ができていた。

●じっくり考える時間を確保できた方がよかった。

＜生徒の取組＞

○生徒の関心、意欲が高かった。

○生徒たちが楽しく取り組んでいた。

○生き生きとした表情踊っていた。

○生徒は恥ずかしがらずに、学習の決まりをしっかり守って取り組めていた。



３．生徒の変容

自己評価の結果は以下の通り。

恥ずかしがらずに堂々と踊れた。（第１回）

恥ずかしがらずに堂々と踊れた。

自分なりの動き方を見つけられた。

仲間のよい動きを見つけられた。

教師の観察や学習カードの記述や自己評価より、以下の変容が見られた

・始めは人前で踊ることに抵抗を感じて、下を向いてい

３、４回目の授業以降は見ている人の方を向いて踊ったり、にこやかな表情で踊ったり

することができるようになった。

・自分なりの動きを考えることができない生徒が多かった。

踊る活動では、なかなか動きを出すことができなかった。

自分なりの動きを見つけ、友だちに紹介できるようになった。

・小作品を作る活動を４回行ったことで、最後に作品を作るときには、よりよい作品にな

るように一人一人から様々な意見が出され、グループの話合いが活発になった。

・毎回仲間のよい動きを学習カードで記入することを通

いるところに関心をもつようになり、気

４．授業後の生徒の感想等

自己評価の結果は以下の通り。 A：よくできた B：できた C：できなかった

A B

恥ずかしがらずに堂々と踊れた。（第１回） ８人 ８人

恥ずかしがらずに堂々と踊れた。（全授業後） １６人 １人

自分なりの動き方を見つけられた。 １４人 ３人

仲間のよい動きを見つけられた。 １５人 ２人

教師の観察や学習カードの記述や自己評価より、以下の変容が見られた

始めは人前で踊ることに抵抗を感じて、下を向いていたり動きが小さかったりしたが、

見ている人の方を向いて踊ったり、にこやかな表情で踊ったり

することができるようになった。

自分なりの動きを考えることができない生徒が多かった。そのため、リーダーに続いて

踊る活動では、なかなか動きを出すことができなかった。しかし、回を重ねるに従って、

自分なりの動きを見つけ、友だちに紹介できるようになった。

小作品を作る活動を４回行ったことで、最後に作品を作るときには、よりよい作品にな

るように一人一人から様々な意見が出され、グループの話合いが活発になった。

毎回仲間のよい動きを学習カードで記入することを通して、お互いの動き方や工夫

つようになり、気付く内容もより具体的になった。

：できなかった

C

８人 １人

人 ０人

３人 ０人

人 ０人

教師の観察や学習カードの記述や自己評価より、以下の変容が見られた。

たり動きが小さかったりしたが、

見ている人の方を向いて踊ったり、にこやかな表情で踊ったり

そのため、リーダーに続いて

を重ねるに従って、

小作品を作る活動を４回行ったことで、最後に作品を作るときには、よりよい作品にな

るように一人一人から様々な意見が出され、グループの話合いが活発になった。

して、お互いの動き方や工夫して

内容もより具体的になった。



５．成果と課題

＜成果＞

・「恥ずかしがらず思い切り」「自分なりの動き方を見つけよう」「仲間のよい動きを見つけ

よう」という学習の約束事を授業の始めに確認したり、終わりに自己評価したりした。

それを毎時間繰り返したことで、恥ずかしがらずに踊ろうとしたり、自分なりの動き方

を見つけて紹介したり、仲間の動きを認めようとしたりする意識が芽生え、定着が図ら

れた。

・追求する過程の１時間の授業を①８４２１のリズムでウォーミングアップを行う②めあ

てを確認する③基本の動きを知る④１人で動きを考える⑤グループで簡単な作品を創る

⑥他のグループと交流する⑦学習を振り返ると、同じ流れにしたことで、１時間の授業

を生徒が見通しを持って学習することができた。

・普段行っている準備体操を８４２１のリズムに合わせて踊るのをウォーミングアップに

したことで、どんな動きでもダンスになるという意識付けができた。また、その授業で

使う音楽のテンポに慣れる機会にもなった。

・ダンスの学習を通して、生徒がダンスに対して好意的な気持ちをもって終えることがで

きた。音楽に合わせて体を思い切り動かしたり、仲間と一緒に踊ったり作品を作ったり

する楽しさや喜びを感じることができた。

＜課題＞

・本時のめあては「縦ノリの踊り方を多様に考える」だったが、多様なアイデアがなかな

か出てこなかった。グーチョキパーケンを手がかりとして、グーチョキパーケンにこだ

わらず自由な発想で考えさせてもよかった。また、工夫する視点をホワイトボードに掲

示したり、教師が一例を踊ったりするのも改善策として考えられる。

・本時のキーワードであるダイナミックだが、ダイナミックな動きを引き出せなかった。「動

きをダイナミックにするにはどうすればよいか」と発問をすることで、生徒はダイナミ

ックな動きを考えることができただろう。また、ダイナミックに踊れている生徒を紹介

したり、「今日のキーワードは何だっけ？」「ダイナミックな踊りにしよう」と言葉をか

けたりすることも有効だろう。

・ロックはテンポの速い曲、ヒップホップはテンポの遅い曲という分類で授業を計画した

が、より生徒にわかりやすい区別を考えたい。また、シンコペーションやアフタービー

ト、休止、倍速など、それぞれのリズムの特徴に合った体の動かし方や基本的な踊り方

を計画に盛り込めるようにしたい。

・本計画では、１年生で現代的なリズムのダンス、２年生で創作ダンスを行っているが、

創作ダンスを先に行う利点も考えられる。創作ダンスでは、ダイナミックな動きやメリ

ハリのある動き、隊形などについて学習する。それらを学習した上で現代的なリズムの

ダンスを学べば、「ダイナミックな動きはこういう動きだ」というように動きのイメージ

を持って踊ったり、動きを考えたりすることができる。



６．授業の様子

８４２１のリズムで準備運動。 体でじゃんけん。

どんな体じゃんけんの形があるかそれぞれ考える。

めあてとキーワード、約束事を確認する。

教師と一緒にグーチョキパーケンの動きで踊る。

これはチョキ。

これはケンの動き。

一人で自分なりの動きを考え、４人グ

ループになって、考えた動きを紹介す

る。

リーダーになった人の動きに合わせて

踊る。



グループで作品を作る前に、学習カード

の使い方について説明する。

グーチョキパーケンを用いて、４種類の動き

を書く。始めと終わりの隊形も記入。

グループで小作品を作る。

両手を広げてダイナミック。

お互いに作品を見合う。

発表後、意見交換をする。



▽各グループが書いた学習カード

７．使用した曲

第２時：夏祭り／ｗｈｉｔｅ ｂｅｒｒｙ

第３時：きゃりーＡＮＡＮ／きゃりーぱみゅぱみゅ

第４時：ＷＯＮ’Ｔ ＢＥ ＬＯＮＧ／ＥＸＩＬＥ

第５時：ルパン三世のテーマ

８．参考文献

明日からトライ！ダンスの授業／全国ダンス・表現運動授業研究会 編／大修館書店

（２０１１）

中学校ダンス指導のコツ／菊池由見子監修／ナツメ社（２０１２）

中学校保健体育【ダンス指導のためのリーフレット】／文部科学省

学校体育実技指導資料 第９集 表現運動系及びダンス指導の手引／文部科学省

学習カードで学習を振り返る。 友だちのよかった動きを紹介する。



【ダンス学習カード】

◎ダンスとは・・・ ◎ダンスの表現の仕方

◎授業の目標

◎学習のゴール

◎学習の約束

第 2 時

（ ／ ）

今日のめあて 誰の どんな動き めあ

て
① ② ③

感想

第 3 時

（ ／ ）

今日のめあて 誰の どんな動き めあ

て
① ② ③

感想

芸術家（プロフェッショナル）

みんな（アマチュア）

日本 外国

▽ と一緒に を込めて踊る

▽イメージをとらえて を表現する

▽他者との を豊かにする による運動

① ダンス：イメージをひと流れの動きで踊る

② ダンス：伝承されてきた踊りの特徴をとらえて踊る

③ ダンス：軽快なリズムに乗って全身で弾みながら自由に踊る

① がらず思い切り

② の動き方を見つけよう

③仲間の を見つけよう

色々な踊り方を 、リズムに乗って踊れるようにする。



第 4 時

（ ／ ）

今日のめあて 誰の どんな動き めあ

て
① ② ③

感想

第 5 時

（ ／ ）

今日のめあて 誰の どんな動き めあ

て
① ② ③

感想

第 6 時

（ ／ ）

今日のめあて 誰の どんな動き めあ

て
① ② ③

感想

第 7 時

（ ／ ）

今日のめあて 誰の どんな動き めあ

て
① ② ③

感想

第 8 時

（ ／ ）

今日のめあて 誰の どんな動き めあ

て
① ② ③

感想

自己評価 A：よくできた B：できた C：もう少し

◎ダンスの学習を振り返る

恥ずかしがらず思い切り踊れた

自分なりの動き方を見けられた

仲間のよい動きを見つけられた

授業の目標の到達度 学習のゴールの到達度 ダンスの学習を振り返って

／100 ／100



グループでダンスを創ろう！

めあて：縦ノリの踊り方をたくさん出そう キーワード：ダイナミック

曲：won’t be long／EXILE

見どころ：

▽ダンスの動きと隊形

イ

ン

ト

ロ

始まりの隊形・ポーズ

８

×

２

８

×

２

８

×

２

８

×

２

ラ

ス

ト

終わりの隊形・ポーズ



ダンス発表カード
１年氏名

今日は、２時間かけて創ったダンスを発表し合う時間です。リズムに乗って思

い切りダンスを楽しみましょう。また、他のグループのダンスを見て、お互い

の良いところを見ていきましょう。

◎他のグループのダンスを見て、よかった所や印象に残ったところを書こう！

自分のグループについては、工夫した点やがんばった点を書こう！

○○・○○・○○・○○グループ 曲：ルパン三世のテーマ

○○・○○・○○・○○グループ 曲：ルパン三世のテーマ

○○・○○・○○・○○グループ 曲：WON’T BE LONG

○○・○○・○○・○○グループ 曲：夏祭り



ＷＯＮ’Ｔ ＢＥ ＬＯＮＧ／ＥＸＩＬＥ

イントロ

８ OLY OLY OLY OLY OH! YELY YELY YELY YEAR!!

８ THE UP-TOWN TOKIO SLAMIN’ NIGHT!!

８ OLY OLY OLY OLY OH! YELY YELY YELY YEAR!!

８ THE UP-TOWN TOKIO SLAMIN’ NIGHT!!

８ たりない頭なら

８ 知恵を盗みゃいい

８ ちょうじり合わすなら

８ うそも必要さ

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ もうすぐさ届くまで

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ おまえのためにすべて

８ いつの間にか

８ 覚えてた（DA）SMOKIN’ DAY

８ もう忘れはしない

８ 愛が TRIP しても

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ もうすぐさ届くまで

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ おまえのためにすべて

間欠

８

８

８

８

８ 恥もかいてきた

８ たどり着くために

８ でも側にはお前がいる

８ 何も怖くない

８ いつの間にか

８ 見つけた（DA）SUN SHINE DAY



８ もうなくしはしない

８ 心が CRUSH しても

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ もうすぐさ笑えるのは

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ おまえのためすべて

間欠 ＤＪ調

８

８

８

８

８

８

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ もうすぐさ届くまで

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ おまえのためすべて

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ もうすぐさ笑えるのは

８ WON’T BE LONG WON’T BE LONG

８ お前のためにすべて

８ OLY OLY OLY OLY OH! YELY YELY YELY YEAR!!

８ THE UP-TOWN TOKIO SLAMIN’ NIGHT!!

８ OLY OLY OLY OLY OH! YELY YELY YELY YEAR!!

８ THE UP-TOWN TOKIO SLAMIN’ NIGHT!!

間欠

８

８

８

８

Fin.




